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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、タンザニア各地における薬用植物に関する資源とその知識を研究
し、その活用状況・格差を明らかにした。さらに農村及び都市における薬草医や、他の在来知を活用した諸アク
ターの活動を把握し、在来資源・在来知の保護・交換・革新・普及のメカニズムを明らかにし、どのように人び
との生活や健康に適応されているか考察した。具体的には、ザンジバル島、ドドマ州、リンディ州、ダルエスサ
ラーム市の薬用植物に関する在来資源・在来知の蓄積を整理・保存し、広範化する地域におけるその資源・知識
の活用・普及のしくみも理解をした上で、3地域における人びとの生活や健康管理に貢献するためにそれらの知
識を公表した。

研究成果の概要（英文）：The research project researched indigenous knowledge of local resource used 
for traditional medicine, and identified its usage and disparities. It also researched how rural and
 urban herbalists and other local actors utilized indigenous knowledge. It further analyzed the 
mechanism of protection, exchange, innovation, and distribution of local resources and knowledge, 
and how people applied it to their daily lives and their health. Research focused in Zanzibar, 
Dodoma Region, Lindi Region and Dar es Salaam City, and organized and preserved the accumulated 
local resources and knowledge of medicinal plants. Also with the understanding of the mechanism of 
utilization and distribution among a wider rage of regions, the knowledge was publicized to 
contribute to people's lives and health management in the three regions. 

研究分野：地域研究

キーワード： 有用植物　タンザニア　薬草　薬用資源　薬草医
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、地道な知識の収集・整理を重ね、比較研究を行い、さらに薬草医・NGO等在来知を活用・普及させる
キーパーソンの社会的役割を確認することによって、その保護・交換・革新・普及のメカニズムを明らかにする
学術的意義がある。更に、研究成果を地域の人びとの生活や健康管理に効果的な方法で公表・普及することによ
って、在来資源・在来知を活用した人びとの生活・健康改善が実現できるという社会的意義がある。このこと
は、外的要因や影響によって変容しつつある大きな流れの中で、在来資源・在来知によって主体的に維持しうる
生活や健康の可能性を示唆し、薬草に基づくプライマリーケアシステムの構築に貢献し、社会的な意義が深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 アフリカの在来資源・在来知はこれまでも注目され、薬草の重要性も再認識されているものの、
政策・土地収奪・生活の近代化等の流れによってその資源と知識は危機に瀕している。他方、ア
フリカにおける薬草等の在来資源とその活用に関する在来知については豊富な研究もある。木
本・草本植物に焦点をあてると、京都大学を中心とした研究者たちが、アフリカの人々の植物利
用データに関する情報を、1987 年から集積してきた(AFlora)。ただ公開されたデータベースで
は 6014 件登録されているが、タンザニアに関して検索できるのはわずか 71件であり、そのうち
18 件のみについてその活用方法が明示されていた。東アフリカの木本に関するフィールドガイ
ドも出版されているが（Dharani 2011、Moll 2011）、とくに前者は、各木本に関してその活用
（薬用も含む）が明示されている。ザンジバルでは、森林における薬草資源の調査も行われてい
る(Kombo and Makame 1998)。ただ、これらの研究は、必ずしも現地住民の生活において還元さ
れる形で蓄積されているとは言い難い。 
 他方、在来資源を活用するアクターとして、伝統医（呪医・薬草医）の存在もある。呪医につ
いては、タンザニアでも古くから研究されてきたが（Swantz 1990）、その知識や活動によって支
えられるダワ（薬）の世界が社会の存続を守ってきた（掛谷 1994）という。また他地域の狩猟
採集民の研究では、薬用知識の個人差についても明らかにされている（服部 2007）。 
 近年、タンザニア政府が呪術を行わないことを条件に伝統医に証明書を出すようにもなって
いることを背景に、伝統医が呪術とは切り離した近代性をアピールする動きもある（Marshland 
2007）。更に Anamed 等 NGO が在来資源を活用した形で健康を自主管理する目的で、薬草等に関す
るブックレットやポスターを英語・スワヒリ語で出版しており、タンザニア北部を中心に啓蒙ワ
ークショップ等も開催している(Hirt 2008)。他方、近年の教育を受けた都市民の健康志向が高
まる一方、農村における住民の薬草知識は、個人差があるとともに、年代によっても偏在してい
る。このように従来の在来知も変容しつつあり、NGO 等による在来資源・在来知を活用した普及
活動の影響も含めて、在来知の交換・革新・普及のあり様は注目に値する。 
  
２．研究の目的 
本研究課題では、タンザニア各地における薬草資源とその知識を研究し、その活用状況・格差
を明らかにする。さらに農村及び都市における薬草医や呪医、在来知を活用した NGO の活動等の
諸アクターの活動を把握し、在来資源・在来知の保護・交換・革新・普及のメカニズムを明らか
にし、どのように人びとの生活や健康に適応されているか考察する。本研究は、在来資源・在来
知の蓄積を整理・保存・公表し、広範化する地域におけるその資源・知識の活用・普及のしくみ
も理解をした上で、人びとの生活や健康管理に貢献することを目的とする。 
 
３． 研究の方法 
(1) 薬草資源とその活用 タンザニア各地にて、薬用植物資源・知識に関する基礎調査（木本・
草本植物の記録・採集、名称・使用箇所・方法・効用等について聞き取り記録）を行い、専
門家の助言のもと同定・整理する。 

(2) 比較研究 植生・生業・文化の異なる地域間の薬草資源・知識、並びに地域内の知識の共通
点・相違点を比較し、植生・生業・文化・社会関係による影響を考察する。 

(3) 薬草医・NGO 等のキーパーソンズの薬草知識と社会的役割 農村・都市における薬草医や呪
医、NGO の薬草知識や活動等について聞き取り・記録し、社会的役割について考察し、在来
知の革新・普及のしくみを明らかにする。 

(4) 薬草知識の有効な公表・普及 上記薬草知識を整理し、上記キーパーソンズや住民へのフィ
ードバック等のプロセスを効果的に活用し、地域において人びとの生活や健康管理に効果
的な活用できる方法で公表し、今後の普及方法についても提案する。 
 

調査研究実施国・地域 
本研究課題の調査研究実施国は、東アフリカに位置するタンザニアである。タンザニアは、標
高・雨量ともに多様性に富んだ国であり（図１、左・右）、さまざまな植生・生業・文化におけ
る薬草とその知識が観察できる。 



図１：タンザニアの標高（左）と降水量と対象地域（右） 

出典：Sakamoto 2009, p.103（左）、p.104 に加筆（右） 

表１：タンザニア国内対象地域 

生業・文化 
雨量    

農耕＋狩
猟採集 

農牧 農耕 
 

農耕・漁撈 
スワヒリ文化 

都市近郊民 

低雨量 A.中部ドドマ州  ドドマ市 
中雨量   B.南東部リンディ州 リンディ市 
高雨量    C. ザンジバル ダルエスサラーム市  

 
４．研究成果 
2015 年 
(1)薬用資源とその活用に関する基礎的調査として、タンザニア中部ドドマ、南東部リンディ、
ザンジバル、北東部タンガにおいて、薬草医・呪医・住民・NGO 関係者をインフォーマントとし
て 200 種ほどの薬草の観察（木本・草本植物の画像記録・採集）、生育場所の地理的情報取得（緯
度・経度・標高）、聞き取り（名称・使用個所・方法、効用など）を行った。その方法について
は、研究会を２回開催し、研究分担者・協力者と調整した。採集した薬用植物については、ダル
エスサラーム大学などの専門家ムバゴ氏、ルフォ博士が同定し、それらをもとに記録を整理した。 
(2)タンザニア、リンディ州ならびにドドマ州において住民間の植物の薬用利用の個人差に関す
る調査を開始した。リンディ州ルタンバ村およびドドマ州マジェレコ村などでは、植物の認識そ
のもの、ならびに利用方法に関する共通性ならびに差異が見受けられた。また、ドドマ州ファル
クワ村では、聞き取りのなかで明らかになったこととして、薬用利用と同時に、調査対象とする
人びとの病にまつわる原因の捉え方や対処の方法も、非常にユニークであることを再確認し、今
後はこうした病気観と薬草利用についても調査を進める。 
(3)各地の調査において、呪医・薬草医・住民約 20名から、彼ら・彼女らのおいたち、薬用植物
を知るようになった経緯、その知識の活用、活動、社会的役割について聞き取り調査した。その
中では、薬用植物に関する知識の秘密性と対価に関する温度差があり、それらを意識しながら調
査する必要性を認識した。また、在来知を活用した NGO、INADES などから聞き取りを行い、その
社会的役割について把握した。さらに、ムヒンビリ病院大学伝統医療研究所を複数回訪問し、協
力体制を確立した。 
2016 年 
(1)タンザニアにおける各地域のインフォーマントに、前年度まで収集した約 200 種の記録をフ
ィードバック・確認し必要に応じて修正した。ザンジバル、ドドマではそれぞれ約 12 種と 42種
について追加的に、ダルエスサラームでは約 39 種新たに、採集・聞き取り・同定を行った。前
年度並びに本年度整理した薬草資源合計約 300 種の活用に関する記録を、2回の研究会にてメン
バー間で共有し、その分析方法について議論した。 
(2)農村内における住民間の地域の個人差、並び 300 種を科別に分析した結果を研究会にて発表
し、メンバーで考察した。 
(3)計画していた薬草医や NGO などのキーパソンに対する聞き取り加えて、ムヒンビリ病院大学
伝統医療研究所の役割についても聞き取りを行い、連携関係を深めた。薬草に関する聞き取り対
象者からは、匿名性よりも記名性を求める声がより多く、また地域において処方を生業としてい
る人びとからは、地域においてその薬草の使用法について普及されることについて危惧もあっ
た。そのため、ムヒンビリ病院大学伝統医療研究所からのひな形に、匿名・記名の希望や、発表
可能言語の項目を加え同意書を作成し活用した。採取した薬草標本については、ダルエス大学の
推薦書のもと輸出し栃木博物館に寄贈した。ムヒンビリ病院大学伝統医療研究所からも標本と
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B 

C 

A: タンザニア中部ドドマ州：雨量が少なく、狩猟採集と

農業（サンダウェ）、農牧（ゴゴ）、牧畜(マサイ)を生

業とする農村、ドドマ市都市近郊。 

B: タンザニア南東部リンディ州：雨量が中程度あり、スワ

ヒリ文化の影響も受けた農耕民・漁撈民が暮らす農村

（ムウェラ・マコンデ等母系的民族）、リンディ市近郊。 

C: ザンジバル島：雨量が多く、アラブとの交易を通して薬

草知識へも影響を及ぼしたと考えられるスワヒリ文化

の中心。農業・漁撈・交易を生業とする。ダルエスサラ

ーム：高雨量。都市近郊民。 



情報提供の依頼があり、その条件について丁寧に議論した。 
2017 年 
(1)薬用植物資源とその活用に関する基礎研究を引き続き行った。2016 年度から累計で 344 本の
標本を採り、454 種について聞き取り（リンディ 119、ダルエスサラーム 141、ドドマ 119、ザン
ジバル 75）、同定の結果重複を除くと 227 種（71 科）に集約された。聞き取った用途は 837 方法
であり、そのうち薬用用途 574(+呪術 58、虫よけや毒 21)であった。主要インフォーマント 30
名から詳細を記載した同意書を受け取り、93％が名前を明示して欲しいことを示したが、処方方
法に関する開示を承諾したのは 63%に留まった。 
(2)比較研究は、薬用植物そのものと、アクターの地域比較を別途行うこととした。薬用植物に
ついては、これまで収集した情報を、種別・用途別 2種類のデータ・セットを作成し、試行的な
分析を行うとともに、先行研究を精査した。 
(3)アクター研究については、ダルエスサラーム市場における調査に着手した。またタンザニア
において共同研究者とともに研究会を開き、アクターの比較研究に関する共著論文を作成した。 
(4)研究成果発表：リンディにおいて主要インフォーマントの一人が死去したため、急遽、その
インフォーマントから聞き取った内容についてまず遺族に還元し許可を得た後、論文としてま
とめた (Sakamoto 2018)。ザンジバルの薬用植物に関するブックレットについては、次年度、ダ
ルエスサラーム大学出版会における出版準備をすすめた。ドドマ、リンディについては、収集情
報を今年度確認し、発表方法について議論をすすめた。標本は、新たに収集したものについても、
ダルエスサラーム大学、栃木博物館にそれぞれ寄贈した。ムヒンビリ病院大学伝統医療研究所と
は引き続き協議した。 
2018 年 
(1)ドドマやリンディにおける基礎研究の補完的調査を行った。 
(2)薬用植物の分析や比較研究については、引き続き先行研究を精査し、複数の方針を見出すと
ともに、分析可能なデータに加工した。 
(3)アクターについては、①リンディにおける主要アクターに関して学会発表および論文として
発表した (Sakamoto 2019)。②リンディ、ドドマ、ザンジバル農村において、どのように女性た
ちが薬用植物を使用しているか、比較分析を行い、論文として発表した（阪本 2018）。③ドドマ、
タンガ、ダルエスサラーム、リンディ、ザンジバルに関して地域横断的なアクターの比較研究を
行い、論文として発表した（阪本・八塚・須田・津田 2019）。 
(4) 成果発表：ザンジバルにおける薬用植物に関して薬草医 Shamata 氏と植物学者 Mbago 氏と
の国際共著をブックレットとして完成し、現地ダルエスサラーム大学より出版した (Sakamoto, 
Shamata and Mbago 2019)。ドドマとリンディの薬用植物については、類似した発表をする方針
を関係者と議論し決定した。標本は、引き続きダルエスサラーム大学、栃木博物館に寄贈し、ム
ヒンビリ病院大学伝統医療研究所とも合意に達した。 
2019 年 
最終年度のため、これまでの研究成果の発表と還元に焦点を当てた。 
① ザンジバルの薬用植物に関するブックレットは、ザンジバル、タンザニア、日本において配
布し、成果を地域住民及び日本国民に還元した。関連成果を日本アフリカ学会においてポス
ター発表した。 
② タンザニア南東部リンディ州については、インフォーマントとの合意のもと植物学者 Mbago
氏との共著で、有用植物・薬用植物に関するブックレットを山と溪谷社から出版し(Sakamoto 
and Mbago 2020a)、インフォーマントを含む地域社会・主要人物(タンザニア・日本）に配布
し、Amazon 等市販にて国内外にて入手可能とした。中部ドドマ州については、タンザニアに
て印刷し、共同研究者ムバゴ氏に現地における配布を託した。更に、日本国内外でもオンデ
マンド印刷・販売 (Amazon)による情報公開の準備をしている(Sakamoto and Mbago 2020b)。 
③ タンザニアにおいて伝統医療の研究を担うムヒンビリ病院大学伝統的医療研究所との組織間
MOU に基づき、収集した薬用植物の標本を寄贈し、植物学名の・用途・インフォーマント名な
どのデータを提供し、タンザニアにおける薬用植物の研究に貢献した。 
④ 日本でも栃木博物館に寄贈した薬用植物の標本に関連する基礎情報についても提供し、日本
国内においても研究成果を保管し、国民に対しても提供可能とした。 
⑤ これまでの基礎的研究やアクターに関する調査結果に基づき、ムヒンビリ病院大学伝統的医
療研究所関係者並びにダルエスサラーム大学共同研究者との国際的な共著として、リンディ
州農村において収集した薬用植物に関する分析について論文を国際的な雑誌に投稿した
(Sakamoto, Otieno, Kileo, and Mbago, preprint)。 



まとめ 
 本研究を通して、タンザニアにおいて雨量等が異なる各地（ザンジバル島やダルエスサラーム、
ドドマ、リンディ）における薬用植物資源とその知識を研究し(Sakamoto 2018)、その活用状況
や格差を明らかにした（阪本 2018, Sakamoto 2019）。都市・農村を含む異なる地域における伝
統医（呪医や薬草医）や住民の薬用植物に関する知識やその活用を調査し、その格差のみならず、
地域や状況によって人びとがいかにその知識の情報共有にするか・秘密にするか選び、その資源
と知識を用いて治療をしているか、その多層性の一部を明らかにした（阪本・八塚・須田・津田 
2019）。また、在来知を活用した NGO の活動についても調査を行い、地域社会における薬用資源
と知識の共有方法の参考とした（阪本 2019）。その上で、ザンジバルで調査した 104種（Sakamoto, 
Shamata, and Mbago 2019）、リンディで調査した 109種 (Sakamoto and Mbago 2020a)、ドドマで調
査した 91種 (Sakamoto and Mbago 2020b) について、調査地域ではその在来知を提供したインフ
ォーマントに優先的にその記録を還元し、彼ら・彼女らからの情報普及の助となるよう配慮した。
合わせてタンザニアの専門機関（ムヒンビリ病院大学伝統医療研究所・ダルエスサラーム大学ハ
ーバリウム）において標本と情報を寄贈し、前者においてはデータベースにおいて保存すること
によってタンザニアにおける本分野の発展に寄与する可能性を提供した。また国際共著として
上記発信することによって、タンザニア国内における知識の定着も重要視した。最後に、標本を
栃木博物館に寄贈し、国内の学会発表や日本語も含む発表、大学における講義を通して、日本国
民に対する研究の発信も心掛けた。 
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